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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔 
軟な支援により、安心して暮らせている 
（参考項目：28） 

1. ほぼ全ての利用者が 
2. 利用者の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 
4. ほとんどいない 

61 

2. 利用者の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な 
く過ごせている 
（参考項目：30,31） 

59

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい 
る 
（参考項目：49） 

1. ほぼ全ての利用者が 

4. ほとんどいない 

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない 

職員は、活き活きと働けている 
（参考項目：11,12） 

67 

1. ほぼ全ての利用者が 
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが 

68 
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお 
おむね満足していると思う 

1. ほぼ全ての家族等が 

1. ほぼ全ての職員が 
2. 職員の２/３くらいが 

2. 利用者の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 

3. 職員の１/３くらいが 

1. ほぼ全ての利用者が 
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満 
足していると思う 

4. ほとんどいない 

利用者は、職員が支援することで生き生きした 
表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

1. ほぼ全ての利用者が 

66 

4. ほとんどいない 

2. 利用者の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 

4. 全くいない 

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関 
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所 
の理解者や応援者が増えている 
（参考項目：4） 

3. あまり増えていない 

64 

4. ほとんどいない 

2. 少しずつ増えている 
1. 大いに増えている 

3. たまに 
4. ほとんどない 

1. ほぼ毎日のように 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている 
（参考項目：38） 

1. ほぼ全ての利用者が 

65 
3. 利用者の１/３くらいが 
4. ほとんどいない 

2. 利用者の２/３くらいが 

57 
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面 
がある 
（参考項目：18,38） 

1. 毎日ある 

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求 
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ 
ている 
（参考項目：9,10,19） 4. ほとんど掴んでいない 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向 
を掴んでいる 
（参考項目：23,24,25） 

4. ほとんどない 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地 
域の人々が訪ねて来ている 
（参考項目：2,20） 

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度 
3. たまにある

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 

2. 家族の２/３くらいと 
63 

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と 
2. 利用者の２/３くらいの 

4. ほとんどできていない 
3. 家族の１/３くらいと 

平成２３年６月３日 

3. 利用者の１/３くらいの 

事業所名 

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】 

医療法人の運営する施設群の中に三階建の大きなホームがある。常に法人事業所内で対応 
可能な医療との連携や充実した防災設備、訓練などに関係者は心強さを感じている。「一日で 
も長く普通の生活を」の介護理念で毎日の散歩を欠かさず、可能であれば庭や畑の手入れを 
行うなど生活機能の維持改善に取り組んでいる。職員の自主性を重んじる施設長のはからい 
は明るく気さくなホームの雰囲気となっており、各階の利用者が相互に行き来する、事業所内 
の他の施設利用者が訪れたりする和やかな光景は、職員が一人ひとりに気配りをする行き届 
いた支援と、安心して日々を送る利用者とのきずなの現れであると感じた。 

評価結果市町村受理日 平成２３年２月１５日 

訪問調査日 

1 自己評価及び外部評価結果 

2277100919 

法人名 医療法人社団白梅会 

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 

事業所番号 

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します 

項　　目 

セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価・調査事業部 

気分転換や体力維持のため、毎日散歩に出かけている。散歩により入居者同士の自然な助け 
合い、交流が促進されている。月１回以上、外リハやドライブ、外食をし、社会との繋がりを維 
持している。 

所在地 静岡県静岡市清水区迎山町４－１ 

グループホーム　ハーモニー １階 

所在地 

http://www.kaigokouhyou.jp/kaigosip/infomationPublic.do?JCD=2277100919&SCD=320&PCD=22 

評価機関名 

自己評価作成日 

基本情報リンク先 

静岡県浜松市西区大人見町3028-1 

平成23年3月14日



静岡県　グループホームハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

Ⅰ.理念に基づく運営 
1 （1） ○理念の共有と実践 

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理 
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して 
実践につなげている 

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい 

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる 
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交 
流している 

3 ○事業所の力を活かした地域貢献 

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の 
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて 
活かしている 

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評 
価への取り組み状況等について報告や話し合い 
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして 
いる 

5 （4） ○市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所 
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝 
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる 

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践 

代表者および全ての職員が「介指定基準における 
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して 
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア 
に取り組んでいる 

7 ○虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい 
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で 
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払 
い、防止に努めている 

入浴時の身体観察を行っている。職員一人 
で長時間、同じ入居者に関わらないように 
注意している。 

わからないこと、判断に困るようなことは市 
担当者に連絡している。家族交流会に市職 
員、介護相談員を招待し、サービスの取り組 
みを伝えている。 

相談のために市担当者と連絡を取り合ってい 
る。年2回の家族交流会には市職員および介 
護相談員の出席のもと、サービスの具体的 
取り組みを伝えて意見交換している。 

勉強会に参加し、身体拘束についての知識 
を学んでいる。玄関については、公道に面し 
ているため危険であり、入居前に必ず施錠 
を行っていることを伝え、理解した上で入居 
して頂いている。 

職員は身体拘束に関する研修において具体 
的な行為等を正しく理解しており、利用者に 
十分配慮したケアが行われている。現在は 
安全および防犯上の理由から家族の了解の 
うえで玄関のみ施錠している。 

安全確保のための施錠であると利用 
者家族も理解はしているが、さらにあ 
らゆる面から開錠に向けての話し合 
いを関係者間で持ち、安心で納得の 
できる代替ケアを模索されたい。 

運営推進会議に参加して下さった方々との 
話の中で、認知症の理解、協力を頂いてい 
る。また月１回以上、地域のレストラン、食 
堂、施設等へ出かけており、地域の方の理 
解、協力を頂いている。 

自治会長、婦人部長、民生委員、市職員、 
介護相談員、入居者家族が参加し、サービ 
ス提供についての報告や状況報告、意見交 
換を行い、助言を生かしてサービス向上に 
努めている。 

家族代表や自治会役員・民生委員・行政職 
員等多くの関係者が出席する会議は2ヶ月毎 
に開催され、現状の報告と共に意見交換、助 
言を得て運営に反映させている。会議内容は 
職員全員で共有し現場で活用している。 

日常の生活リズムを大切にし、管理者・職員 
が入居者と一緒に行動し、生活している。年 
毎に介護目標を目につく所に掲げ、達成出 
来るよう努力している。 

「一日でも長く普通の生活を」の理念を掲げ 
て職員全員が人生の先輩に対して敬意を 
払っている。日常生活のリズムを大切にした 
ケアのため、利用者と共に行動し生活するこ 
とを実践している。 

年２回家族交流会を行っている。住宅地か 
ら離れているため、日常的な交流は難しい 
が、地域のボランティアを呼び月１・２回交流 
を行っている。 

毎月必ず来所する地域のボランティアは顔な 
じみになるほどに交流を重ねている。近隣の 
秋祭りには法人施設内の広場で太鼓やお囃 
子が披露され、外出の折には地域の店を利 
用して食事会を催すなどの取り組みがある。 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 
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静岡県　グループホームハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年 
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要 
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支 
援している 

9 ○契約に関する説明と納得 

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者 
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を 
行い理解・納得を図っている 

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な 
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営 
に反映させている 

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や 
提案を聞く機会を設け、反映させている 

12 ○就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤 
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい 
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・ 
条件の整備に努めている 

13 ○職員を育てる取り組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際 
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の 
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進 
めている 

14 ○同業者との交流を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機 
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問 
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく 
取り組みをしている 

グループホーム内では、チェックシートにて 
個々の力量を把握している。法人内でも、新 
人、中堅、フォローアップ研修等に参加して 
いる。職員の力量や立場に合わせ外部の研 
修への参加もすすめている。 

外部研修時の情報交換はあるが、同業者と 
の勉強会、相互訪問は実現化出来ていな 
い。 

月１回の運営報告会議や、カンファレンス、 
勉強会、朝の申し送り時等に問題点や提案 
を聞き、職員同士の話し合いの場としてい 
る。 

日常的事項は毎朝の報告を受けて対応す 
る。職員の勉強会や会議等で出る提案や意 
見、問題のうち現場で対応できない事柄は、 
管理者と主任が出席する運営報告会に図り 
運営に反映できるよう意見を具申する。 

年２回、個々に自己評価を行い、それに基 
づいて評価、フィードバックしている。職員一 
人一人の意見を聞き、良い環境で仕事が出 
来るよう努力している。 

利用者、家族へ契約書の内容に沿って、わ 
かりやすく説明している。不安や疑問点には 
お答えし、納得して頂いた上で署名捺印を 
頂いている。 

年２回の家族交流会で家族の意見が聞ける 
よう努力している。家族に毎月、入居者状況 
報告書を送付することによって、家族が状況 
を理解出来、面会しやすく、職員と話しやす 
い環境が出来ている。 

毎月送付される状況報告書で家族が現状を 
把握しやすい環境があり、意見や要望を施 
設側に伝える様々な手段のあることを説明し 
ている。寄せられた要望等を介護日誌や申し 
送りノート等と共に活用している。 

しっかりと説明出来る職員がほとんどおら 
ず、今後勉強会を開き、全員が共有出来る 
よう学んでいく必要がある。 
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静岡県　グループホームハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 
15 ○初期に築く本人との信頼関係 

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ 
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の 
安心を確保するための関係づくりに努めている 

16 ○初期に築く家族等との信頼関係 

サービスを導入する段階で、家族等が困っている 
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係 
づくりに努めている 

17 ○初期対応の見極めと支援 

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ 
の時」まず必要としている支援を見極め、他の 
サービス利用も含めた対応に努めている 

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、 
暮らしを共にする者同士の関係を築いている 

19 ○本人を共に支えあう家族との関係 

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、 
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支 
えていく関係を築いている 

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場 
所との関係が途切れないよう、支援に努めている 

21 ○利用者同士の関係の支援 

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ 
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような 
支援に努めている 

職員は黒子となり孤立しそうな入居者がい 
れば、気の合いそうな入居者の所へさりげ 
なくお誘いする。食事の配膳や洗濯たたみ 
等、皆で関わって出来るようなことを無理な 
くすすめている。 

月１回家族に入居者の状況報告書を送り、 
様子がわかるようにしている。本人希望を家 
族にも伝え、家族からの思いも汲み取りな 
がらサービスを行っている。 

アセスメント用紙を用い、馴染みの人や場所 
を出来る限り収集している。本人が気分良く 
快適に過ごすために使用している。面会、 
外出等いつでも出来ることを家族に伝えて 
いる。 

家族や友人等には出来る限り事業所に足を 
運んでもらうよう働きかけており、馴染みの美 
容院の継続や墓参り等が実現されている。ま 
た友人との手紙のやりとりの支援なども行 
なっている。 

グループホームの特徴、生活の流れ、職員 
の関わり方等説明しているが、入居が適さ 
ない場合には、他のサービスも説明し、法人 
内や外部の相談員等に依頼、調整してい 
る。 

掃除、洗濯、食事準備、片付け、入浴等職 
員と一緒に会話をしながら行っているため、 
構えた感じがなく自然な関係が出来ている。 

本人の言動を否定せず受け入れていく。出 
来るだけ見学をしてもらい、入居者との会話 
を促すことで、安心感を持ってもらうよう努め 
ている。 

困っていることがあれば何でも連絡して欲し 
いと、家族に伝えてある。家族や関係者から 
の情報をもとにアセスメント用紙を作成し、 
職員側からも困っていることを把握出来るよ 
う努めている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

22 ○関係を断ち切らない取組み 

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関 
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族 
の経過をフォローし、相談や支援に努めている 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 
23 （9） ○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握 
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し 
ている 

24 ○これまでの暮らしの把握 

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環 
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努 
めている 

25 ○暮らしの現状の把握 

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する 
力等の現状の把握に努めている 

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング 

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方 
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、 
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即 
した介護計画を作成している 

27 ○個別の記録と実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を 
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら 
実践や介護計画の見直しに活かしている 

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ 
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟 
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる 

毎日、一日の様子をカルテに記載し、気づき 
や健康面、精神面で特変のある方は日報に 
記載し、職員の情報共有を行っている。介 
護経過にも反映させ、ケアプランの見直しに 
活かしている。 

法人内に歯科衛生士がおり、口腔内のトラ 
ブル時や定期的な口腔内の観察を行ってい 
る。月２回の美容院や行政の手続きも代行 
している。 

毎日、一日の様子をカルテに記載し、どのよ 
うなことが出来ているのか、出来ないか、心 
身の状態がどうかの把握をしている。毎日 
バイタルチェックで、健康状態も確認してい 
る。 

本人、家族の意向を伺い、ケアチェック、カ 
ンファレンスを行った後、ケアプランを作成し 
ている。３ヶ月毎に達成状況を話し合い、現 
状に即したケアプランに変更している。 

本人・家族の意向を重視し、ケアチェック表を 
基に家族・担当職員・計画作成者で現状に即 
した介護計画を作成している。モニタリング等 
の記録が整備されており、介護計画が介護 
の原点となるよう取り組まれている。 

入居者毎に長年の暮らし方にはかなりの違 
いがあるため、職員が本人の暮らし方を把 
握し、本人ペースで家事や趣味等を無理な 
く参加、交流出来るよう努めている。 

日々の関わりの中で声を掛け、目配り・気配 
りして把握に努めている。家族からの情報と 
毎日の状況を記したカルテから、重要な事柄 
は日誌で全職員が情報の共有をし一人ひと 
りの思い・希望・意向の把握につとめている。 

入居前にバックグラウンドアセスメント用紙 
に記入して頂き、把握に努めている。入居後 
も本人、家族から情報を聞き、本人が快適 
に暮らせるよう努めている。 

他施設に移られても手紙を下さったり、来訪 
して近況を知らせて下さったり、職員が面会 
に行くこともある。また、家族の相談にも応じ 
ることもある。 
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静岡県　グループホームハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

29 ○地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握 
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな 
暮らしを楽しむことができるよう支援している 

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得 
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな 
がら、適切な医療を受けられるように支援している 

31 ○看護職との協働 

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気 
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え 
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を 
受けられるように支援している 

32 ○入退院時の医療機関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できるように、 
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係 
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、 
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり 
を行っている。 

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 

重度化した場合や終末期のあり方について、早い 
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所 
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、 
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい 
る 

34 ○急変や事故発生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職 
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行 
い、実践力を身に付けている 

35 （13） ○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず 
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると 
ともに、地域との協力体制を築いている 

２ヶ月に１回地震、火災、夜間等いろいろな 
パターンを想定して訓練を行い、反省点、改 
善点を出してもらっている。消防署との訓練 
も行っている。 

定期的にさまざまな想定の訓練をしている。 
施設内職員のみならず、法人の職員を交え 
た訓練や大規模地震訓練を年１回行ってい 
る。職員の各種の防災教育体制や備蓄、ス 
プリンクラーの取り付け等整備されている。 

医療行為が必要になる、食事がとれなくな 
る、一般浴槽に入れなくなる、暴言暴力、極 
端な精神不安定になる等の時は、家族に状 
況を報告。家族の意向も聞きながら他施設 
移向を調整している。重度化、終末期には 
対応していないと入居前から説明している。 

事業所の方針は入居前から家族に説明し納 
得したうえで契約をしている。状況変化の都 
度報告と家族の意向等を伺いながら利用者 
の状態に合わせた意向先を支援している。 

勉強会、カンファレンス等で応急手当、初期 
対応訓練を行っている。また車も使用するた 
め、車の事故訓練や震災時の伝言ダイヤル 
訓練等も定期的に行っている。 

毎日のバイタルチェック、食事量、行動や様 
子の変化、入浴時の皮膚状態に異常等が 
あったら看護師に報告し、一緒に対策を考 
えている。看護師の休みや夜間は老健看護 
師と協力体制をとっている。 

入院時はサマリーを送付している。病院と連 
絡を取り合い退院直前には病院に出向き、 
グループホームでの生活が可能かどうか確 
認し、難しい場合には法人内や外部の相談 
員等と状態に合った施設に入れるよう、調 
整を依頼している。 

地域ボランティアの方が定期的に訪ねて下 
さり、歌や踊り、ハーモニカ、大正琴、マジッ 
ク等で楽しませて下さっている。消防署の協 
力で定期的な防災訓練も行っている。 

本人や家族が希望する主治医に受診するこ 
とが出来る。法人内診療所医師をかかりつ 
け医としている入居者もあり、毎日医師が回 
診している。専門外の受診では紹介状を作 
成し支援している。 

かかりつけ医の継続受診は家族が付き添 
い、結果報告を得ている。法人内診療所医師 
が毎日回診しており利用者の状態を把握し、 
適切な医療支援が行なわれている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを 
損ねない言葉かけや対応をしている 

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自 
己決定できるように働きかけている 

38 ○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一 
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように 
過ごしたいか、希望にそって支援している 

39 ○身だしなみやおしゃれの支援 

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように 
支援している 

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み 
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備 
や食事、片付けをしている 

41 ○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて 
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応 
じた支援をしている 

42 ○口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一 
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア 
をしている 

食事毎の食事量、おやつの摂取量、水分量 
をカルテに記載し、少なくなってきている時 
には体調の変化がないか細かく観察し、看 
護師に報告している。苦手な食べ物には別 
のメニューで対応出来るようにしている。 

一人一人に合った口腔ケア用品を法人内の 
歯科衛生士が確認している。毎食時、必要 
な方への口腔内の確認、仕上げ磨きを行っ 
ている。 

本人の気に入った服を着て頂いている。身 
だしなみを整えることが困難な方には、本人 
の好みのおしゃれに合わせて介助してい 
る。家族の協力で通い慣れた店に行ったり、 
法人内でも月２回美容院の利用が出来る。 

毎食の盛り付け、配膳、片付けを職員と一 
緒に、本人のやれることに合わせ手伝って 
頂いている。週１回の食事作りの時には、切 
る、焼く、煮る等職員と一緒に、全体的に 
行って下さっている。 

配膳や片付け等利用者と職員が協力して 
行っている。毎週火曜日は利用者と職員が 
共に料理をし「作る喜び・食べる喜び」を共有 
している。ホームの菜園から収穫した野菜を 
使った季節感のある食事が提供されている。 

思いや希望が聞かれた時は個人カルテに 
記載しケアプランに反映させ、本人が自己 
決定しやすくなるよう努めている。またちょっ 
とした事であれば職員で情報を共有し、すぐ 
自己決定出来るよう働きかけている。 

職員と一緒に会話をし、今日一日何をした 
いのかをさりげなく聞き出し、それに合わせ 
ていけるよう努めている。 

人生の先輩であることを意識し、関わってい 
る。本人の誇りに思うことを伸ばす声かけを 
するよう努めている。居室に訪問する時は 
必ずドアノックと入室することを伝えた上で、 
入室している。 

一人ひとりを尊重し尊敬の念を忘れないよう 
実践を心掛け、その人の誇りとするものを大 
切に支援している。記録等個人情報に関す 
る物は適切に管理されている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

43 （16） ○排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり 
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで 
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている 

44 ○便秘の予防と対応 

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工 
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に 
取り組んでいる 

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を 
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決 
めてしまわずに、個々にそった支援をしている 

46 ○安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ 
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支 
援している 

47 ○服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用 
法や用量について理解しており、服薬の支援と症 
状の変化の確認に努めている 

48 ○役割、楽しみごとの支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一 
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、 
楽しみごと、気分転換等の支援をしている 

49 （18） ○日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か 
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け 
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族 
や地域の人々と協力しながら出かけられるように 
支援している 

個々の外出は現在の状況では難しい。職員 
の都合がつく時には短時間、短距離の外出 
は可能。毎月最低１回は外リハビリを行い、 
地域のお店やレストラン、公共施設等に行っ 
ている。外出、外泊を家人に依頼している。 

気候に応じて庭での外気浴や、日常の散歩 
をしている。月一回の外食や、家族も参加可 
能なみかん狩り・観光地への行楽なども行 
う。個々の希望には外部ヘルパーを利用した 
り、家族の付き添いによる外出支援を行って 
いる。 

カーデックスに服薬一覧をまとめている。薬 
の変更や目的、副作用、用法、用量につい 
て申し送りを行い、職員が共有出来るように 
している。症状の変化の確認を行い、カルテ 
に記載している。 

一人一人の趣味や興味のあることを把握し 
ている。個人の力で行うことが難しいこと 
は、職員が協力して行えるよう努めている。 
コーヒーやお菓子等も楽しみにされている。 

日曜のみ入浴を行っていない。個々の希望 
を聞き、一人で入浴したり仲間と一緒に入浴 
したりと、自由に入浴されている。性格によ 
り、離れた所からの見守りや、会話を多くし 
恥ずかしさを感じさせない工夫をしている。 

希望すれば日曜日以外毎日入浴する事がで 
きる。広い浴室には2個の浴槽があり仲の良 
い利用者同士で入る事もある。拒否のある利 
用者には声掛けの工夫などをすることによっ 
て、安心して楽しく入浴してもらっている。 

今までの生活パターンをそのまま続けられ 
るよう配慮している。昼寝の習慣のある方は 
希望に合わせて休んで頂いている。出来る 
限り自宅で使用していた寝具を用意して頂 
き、安眠出来るよう支援している。 

排泄チェック表を使用し個々のパターンを知 
り、出来るだけ自尊心を傷つけない配慮をし 
ながらトイレにお誘いしている。パッドや夜 
間用Ｐトイレを使用の方も状態を見ながら、 
定期的に本当に必要なのか判断している。 

排泄チェック表で一人ひとりの状況が把握さ 
れており、食事や入浴の前の誘導とあわせ、 
こまめな声掛けで自立にむけた支援がされ 
ている。さらに質の高い支援の在り方を検討 
して職員で共有している。 

便秘予防に、本人が牛乳を飲んでいた習慣 
がある方には、家族の協力を得て毎朝飲ん 
で頂いている。毎日散歩に行き体操を個々 
のペースで行っている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

50 ○お金の所持や使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し 
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所 
持したり使えるように支援している 

51 ○電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙 
のやり取りができるように支援をしている 

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴 
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま 
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな 
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、 
居心地よく過ごせるような工夫をしている 

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利 
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の 
工夫をしている 

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談 
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし 
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい 
る 

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ 
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活 
が送れるように工夫している 

ホール、トイレ、廊下に手すりが設置されて 
いる。杖ホルダーやベッドのＬ字介助バーを 
個々に合わせ使用している。段差を出来る 
限り無くし、歩行時の安定度に合わせ、シル 
バーカーや歩行器を使用して頂いている。 

ホールに自席とソファー、和室があり、玄関 
前にもベンチがあるため、職員に気兼ねす 
ることなく自由な会話が出来ている。 

入居時、今までのスタイルを維持出来るよう 
家人に協力依頼している。馴染みの家具や 
調度品等をそのまま持参頂き、出来る限り 
同じ配置を心がけている。思い出の写真や 
物を置いて頂くよう家人に依頼している。 

それぞれに馴染みの箪笥など今まで使った 
ものが置かれている。部屋は明るく清潔で、 
利用者自身の生けた花や習字・写真等が飾 
られ個性のある部屋となっている。 

希望があればいつでも事務所の電話から家 
族にかけることが出来るようにしている。携 
帯電話も希望があれば、使用して頂くことが 
出来る。手紙の受け渡しや字を書くのが困 
難な方には、代筆等も行っている。 

季節に合った飾り付けや装飾を行い、季節 
を感じて頂けるよう工夫している。電球は暖 
色系で統一し、温かみと落ち着いた雰囲気 
になるようにしている。居室とトイレ等は表 
示せず、色で区別出来るよう工夫している。 

玄関には書が掛けられ来客の目を引く。各フ 
ロアー毎に絵や花が飾られ来客を招き入れ 
ている。居間は掃除の行き届いた清潔な空 
間でソファーでは利用者同士の会話や洗濯 
物をたたむ場所となってゆっくり過ごせる居 
心地の良い場所となっている。 

通常は小遣いとして一定額をお預かりして 
おり、外リハビリや法人内売店での買い物 
の際には、個々の状態に応じ、無理なく支 
払いをお願いし、付き添っている。 
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※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

【事業所概要（事業所記入）】 

ユニット名 

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】 

○ ○ 

○ 

○ 

○ 
○ 

○ 
○

○ 
○

○ ○ 

○ 

静岡県浜松市西区大人見町3028-1 所在地 

評価機関名 

http://www.kaigokouhyou.jp/kaigosip/infomationPublic.do?JCD=2277100919&SCD=320&PCD=22 

平成２３年２月１５日 平成２３年６月３日 評価結果市町村受理日 自己評価作成日 

グループホーム　ハーモニー 

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

　※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 基本情報リンク先 

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します 

セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価・調査事業部 

所在地 静岡県静岡市清水区迎山町４－１ 

訪問調査日 平成23年3月14日 

63 

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求 
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ 
ている 
（参考項目：9,10,19） 

1 自己評価及び外部評価結果 

2277100919 

法人名 医療法人社団白梅会 

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 

事業所番号 社会との繋がりを大切にするため、月１回以上の外リハビリ、昨年より買い物リハビリを行って 
いる。毎日散歩し、脚力低下を防いだり風邪をひいたりする方がほとんどなく維持している。高 
台にあるため景色がよく、入居者の精神安定になっている。 

事業所名 

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 

1. ほぼ全ての家族と 

4. ほとんどできていない 4. ほとんど掴んでいない 

2. 家族の２/３くらいと 
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと 

64 

4. ほとんどない 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地 
域の人々が訪ねて来ている 
（参考項目：2,20） 

1. ほぼ毎日のように 
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度 
3. たまにある 3. たまに 

4. ほとんどない 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向 
を掴んでいる 
（参考項目：23,24,25） 

57 

2. 利用者の２/３くらいの 

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面 
がある 
（参考項目：18,38） 

1. 毎日ある 

1. ほぼ全ての利用者の 

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関 
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所 
の理解者や応援者が増えている 
（参考項目：4） 

66 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている 
（参考項目：38） 

1. ほぼ全ての利用者が 

59 
利用者は、職員が支援することで生き生きした 
表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

1. ほぼ全ての利用者が 

4. ほとんどいない 
3. 利用者の１/３くらいが 

4. ほとんどいない 

3. 職員の１/３くらいが 

65 
3. 利用者の１/３くらいが 

1. ほぼ全ての職員が 
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが 

3. あまり増えていない 
4. ほとんどいない 4. 全くいない 

1. 大いに増えている 
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている 

68 

4. ほとんどできていない 

67 

4. ほとんどいない 

職員は、活き活きと働けている 
（参考項目：11,12） 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満 
足していると思う 

3. 利用者の１/３くらいが 

2. 利用者の２/３くらいが 

4. ほとんどいない 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な 
く過ごせている 
（参考項目：30,31） 

3. 利用者の１/３くらいが 

61 

1. ほぼ全ての利用者が 

２階 

4. ほとんどいない 

2. 利用者の２/３くらいが 
60 

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい 
る 
（参考項目：49） 

3. 利用者の１/３くらいが 

1. ほぼ全ての利用者が 

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお 
おむね満足していると思う 

1. ほぼ全ての家族等が 
2. 家族等の２/３くらいが 
3. 家族等の１/３くらいが 

2. 利用者の２/３くらいが 
1. ほぼ全ての利用者が 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔 
軟な支援により、安心して暮らせている 
（参考項目：28） 

1. ほぼ全ての利用者が 
2. 利用者の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 
4. ほとんどいない



静岡県　グループホームハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

Ⅰ.理念に基づく運営 
1 （1） ○理念の共有と実践 

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理 
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して 
実践につなげている 

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい 

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる 
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交 
流している 

3 ○事業所の力を活かした地域貢献 

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の 
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて 
活かしている 

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評 
価への取り組み状況等について報告や話し合い 
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして 
いる 

5 （4） ○市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所 
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝 
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる 

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践 

代表者および全ての職員が「介指定基準における 
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して 
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア 
に取り組んでいる 

7 ○虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい 
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で 
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払 
い、防止に努めている 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

一日でも長く自分らしい普通の生活が出来 
るよう、生活リハビリやその人に合ったプラ 
ンを提供している。また地域ボランティアや 
月に１回以上の外出（外食）、買い物リハビ 
リなどを行っている。 

地域ボランティアの来所は、入居者にとって 
楽しみとなっており、定期的な来所により、 
ボランティアの方々とも顔馴染みになってい 
る。

　※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

外部評価 

実践状況 

災害時、必要な避難場所、水や非常食など 
備蓄している。地域への貢献はあまり行え 
ていないのが現状である。 

事業所の活動状況や取り組み、外出、行 
事、入退居状況について報告し、各委員よ 
り助言や地域の社会資源の存在を教えて頂 
いているが、活用出来るまでには至ってい 
ない。 

運営推進会議、家族交流会に参加してもら 
い、取り組みを伝えている。日頃から連絡を 
密に取り合ってはいない。 

玄関は道路に面し危険があるため、施錠を 
行っている。重大な危険があり代替ケアの 
ない場合に限り、一時的に施錠など拘束す 
ることはあるが、基本的には拘束のない生 
活に向けて、チームケアに取り組んでいる。 

勉強会やカンファレンス等を通じ、職員間で 
情報を共有し対応している。職員一人で同じ 
入居者に長時間対応しないよう配慮し、出 
来るだけ他職員の目があるようにしている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 外部評価 

実践状況 

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年 
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要 
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支 
援している 

9 ○契約に関する説明と納得 

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者 
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を 
行い理解・納得を図っている 

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な 
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営 
に反映させている 

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や 
提案を聞く機会を設け、反映させている 

12 ○就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤 
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい 
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・ 
条件の整備に努めている 

13 ○職員を育てる取り組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際 
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の 
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進 
めている 

14 ○同業者との交流を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機 
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問 
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく 
取り組みをしている 

現在、成年後見制度を利用されている入居 
者がいない事もあり、職員全員の理解は出 
来ていない。今後、学べる機会を作っていく 
必要がある。 

見学時、面接時に説明を行い、契約前に文 
書及び口頭でわかりやすく説明し、わからな 
い事や不明な点は再度説明し、納得した上 
で契約頂いている。契約後も不明な点、不 
安があれば連絡してもらうよう伝えている。 

外部の相談窓口は重要事項説明書に記し、 
家族にも説明している。家族または入居者 
からの意見は、申し送りやカンファレンス、メ 
モでの引継により伝達、話し合いを行い、素 
早く反映出来るよう、取り組んでいる。 

勉強会やカンファレンスを行い、業務改善や 
入居者の情報共有、問題解決等行ってい 
る。細かい問題や提案が出来ないことがあ 
るので、もっと回数を増やしていく必要があ 
る。 

人事考課制度を取り入れ、半年毎に各職員 
が目標を持って働くことが出来るようになっ 
ており、努力している職員には、給与にも反 
映されるようになっている。 

事業所内の勉強会を行っている。法人内で 
は月１回以上勉強会を行い、法人外では各 
職員に合った各方面の研修をすすめてい 
る。また法人内で新人研修、中堅研修、フォ 
ローアップ研修を行っている。 

研修時等の交流にとどまっている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 外部評価 

実践状況 

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 
15 ○初期に築く本人との信頼関係 

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ 
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の 
安心を確保するための関係づくりに努めている 

16 ○初期に築く家族等との信頼関係 

サービスを導入する段階で、家族等が困っている 
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係 
づくりに努めている 

17 ○初期対応の見極めと支援 

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ 
の時」まず必要としている支援を見極め、他の 
サービス利用も含めた対応に努めている 

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、 
暮らしを共にする者同士の関係を築いている 

19 ○本人を共に支えあう家族との関係 

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、 
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支 
えていく関係を築いている 

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場 
所との関係が途切れないよう、支援に努めている 

21 ○利用者同士の関係の支援 

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ 
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような 
支援に努めている 

入居前に家族より入居に至る経緯を詳しく 
聞き、本人の訴えをよく聞き、会話等コミュニ 
ケーションをとることで、不安を取り除いてい 
くよう対応。また職員同士情報を共有し、本 
人のことを理解し接するようにしている。 

施設長、担当職員を窓口の中心とし、相談 
しやすい環境を作っている。入居時のバック 
グラウンドアセスメントを家族に依頼し、細 
かい情報交換、要望の聞き取り等が出来る 
よう、態勢を整えている。 

グループホームでの方針、生活、対応等を 
説明。必要とするサービスを職員間で検討 
し、他のサービスの利用が適応と思われる 
場合は、説明し依頼する。 

生活リハビリを中心に、入居者と職員が一 
緒に暮らしを築いていけるように心がけてい 
る。またその中から、それぞれの個性に合っ 
た役割が生まれる事もあり、支えあう関係が 
構築されている。 

家人との関係が希薄にならないよう、毎月 
入居状況報告書で本人の情報を伝えてい 
る。家族には面会、外出をすすめ、長い時 
間過ごして頂き、様子を知って頂いたり家族 
交流会等の行事にも参加してもらっている。 

面会、外出、外泊は自由に出来るようになっ 
ている。よく話に出てくる馴染みの人や場所 
については傾聴し、忘れないよう声かけをし 
ている。 

互いに居室内に行き、自由に交流されてい 
る。孤立傾向の方は職員が間に入って会話 
や遊び等、コミュニケーションの仲介をする。 
また利用者同士の関係を把握し気持ちよく 
生活出来るよう、座席等の配慮をしている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 外部評価 

実践状況 

22 ○関係を断ち切らない取組み 

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関 
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族 
の経過をフォローし、相談や支援に努めている 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 
23 （9） ○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握 
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し 
ている 

24 ○これまでの暮らしの把握 

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環 
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努 
めている 

25 ○暮らしの現状の把握 

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する 
力等の現状の把握に努めている 

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング 

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方 
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、 
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即 
した介護計画を作成している 

27 ○個別の記録と実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を 
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら 
実践や介護計画の見直しに活かしている 

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ 
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟 
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる 

退居となった方も時々、施設、家族より情報 
を頂いている。法人内のサービス利用者と 
は、散歩や行事の時等に交流があり、法人 
内の窓口に相談も出来る。 

本人の意向をもとにプランを立て、サービス 
を提供している。生活する上で好きな事、 
やってみたい事、嫌いな事の把握に努めて 
いる。 

入居時のバックグラウンドアセスメントを家 
族に詳細に記入して頂き、それをもとに暮ら 
しやすい生活環境へ近づけるよう、本人に 
確認しながら調整している。 

一日の流れはあるが、個々に自分の意思で 
自由に過ごしてもらっている。その様子を毎 
日カルテに記入し、毎朝バイタル測定を行 
い、変化があればすぐわかる状態にしてい 
る。職員が情報を共有、把握に努めている。 

ケアカンファレンスに参加して頂ける家族に 
は参加してもらい、本人、家族の意向を優先 
した介護計画を作成している。必要時には 
他職種からの意見も取り入れている。 

毎日状況を細かくカルテに記載して、重要な 
事は看護介護日誌にも記載し、共有しやす 
くしている。月１回介護経過を記載し、これら 
の情報をもとにケアカンファレンスを開いた 
り、介護プランの見直しに取り組んでいる。 

法人内の歯科衛生士による口腔内チェック 
を行える体制をとっている。個別の希望のた 
めに外部ヘルパーサービスに依頼すること 
もある。 
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静岡県　グループホームハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 外部評価 

実践状況 

29 ○地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握 
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな 
暮らしを楽しむことができるよう支援している 

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得 
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな 
がら、適切な医療を受けられるように支援している 

31 ○看護職との協働 

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気 
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え 
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を 
受けられるように支援している 

32 ○入退院時の医療機関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できるように、 
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係 
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、 
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり 
を行っている。 

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 

重度化した場合や終末期のあり方について、早い 
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所 
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、 
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい 
る 

34 ○急変や事故発生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職 
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行 
い、実践力を身に付けている 

35 （13） ○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず 
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると 
ともに、地域との協力体制を築いている 

ボランティアの訪問や地域の祭り、イベント 
に招待頂いている。地域の方も当施設を理 
解し、協力して頂いている。 

本人、家人の望む主治医に受診出来るよう 
にしている。法人内診療所も受診可能だ 
が、専門外や特変が生じた場合、紹介状を 
作成し受診出来るように支援している。 

介護職は日常の様子、バイタルチェック、入 
浴時、夜間の様子を看護師に情報を伝えて 
いる。看護師の指示により、入居者に適切 
な処置を行っている。 

本人が安心出来るよう、様子伺いも含めて 
職員が入居者と共に折った千羽鶴を持ち、 
お見舞いに行っている。入院先との情報を 
密にし、家人、本人と共に今後の方向性を 
話し合っている。 

現在終末期の方の対応は行っていない。入 
居前にも家族に、重度化した場合適切な他 
施設を検討して頂くよう、説明している。 

新人研修で一通り学ぶ。法人内の勉強会や 
グループホーム単独での勉強会でも取り上 
げる機会もあるが、定期的ではない。 

２ヶ月に１回、地震、火災訓練、夜間想定訓 
練を実施。車使用時の大規模地震訓練を半 
年に１回行っている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 外部評価 

実践状況 

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを 
損ねない言葉かけや対応をしている 

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自 
己決定できるように働きかけている 

38 ○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一 
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように 
過ごしたいか、希望にそって支援している 

39 ○身だしなみやおしゃれの支援 

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように 
支援している 

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み 
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備 
や食事、片付けをしている 

41 ○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて 
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応 
じた支援をしている 

42 ○口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一 
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア 
をしている 

言葉遣いには特に注意を払い、人生の先輩 
であることを忘れず、自尊心を傷つける事の 
ないよう対応している。 

普段から入居者とコミュニケーションをとっ 
て、自然に希望や訴えを聞き出せるように 
働きかけ、出来る限り自分で納得して行動 
を起こせるよう支援している。 

参加出来る事柄への声かけは多くするもの 
の無理強いはせず、本人のペースを尊重し 
ている。 

その人らしいおしゃれが継続出来るように支 
援している。馴染みの美容院へ希望される 
方は、家族に依頼している。身だしなみにつ 
いては確認して、介助することもある。 

配膳の時間にはそれぞれがお気に入りのエ 
プロンを着け、意欲的に参加して頂いてい 
る。週１回の食事作りでは、季節に合った献 
立を企画し、買い出し、調理を一緒に行って 
いる。 

食事量、水分量をチェックしている。その人 
の量や習慣を把握して、少ない場合は体調 
面等の確認をしている。体調を崩された方 
には、夜間水分確保等の支援を行ってい 
る。 

毎食後、口腔ケアの声かけをし、必要と思 
われる方には援助も行っている。法人内の 
歯科衛生士による定期的な口腔内点検も行 
われている。 

16/27 セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価・調査事業部



静岡県　グループホームハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 外部評価 

実践状況 

43 （16） ○排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり 
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで 
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている 

44 ○便秘の予防と対応 

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工 
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に 
取り組んでいる 

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を 
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決 
めてしまわずに、個々にそった支援をしている 

46 ○安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ 
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支 
援している 

47 ○服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用 
法や用量について理解しており、服薬の支援と症 
状の変化の確認に努めている 

48 ○役割、楽しみごとの支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一 
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、 
楽しみごと、気分転換等の支援をしている 

49 （18） ○日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か 
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け 
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族 
や地域の人々と協力しながら出かけられるように 
支援している 

排泄に声かけ誘導が必要な方には排泄 
チェック表を作成し、パターンや失禁を確認 
しパット類の使用を減らし、自立出来るよう 
に支援している。自立されている方でも汚れ 
る場合は、１日１回確認している。 

散歩への参加の声かけ、食事や飲み物の 
工夫等から取り入れ、なるべく薬に頼りきら 
ない排泄コントロールを心がけている。個人 
的に牛乳をとっている方もいる。 

日曜日以外は、毎日入浴出来るようにして 
いる。体調面を考え、２日に１回は必ず入浴 
してもらい、時間的にもゆっくりと入っても 
らっている。本人の希望も受け入れている。 

日中無理のない範囲で活動を促し、夜間の 
自然な眠りにつながるよう支援している。好 
みの寝具を使用してもらい、安心して休める 
よう工夫している。 

利用している薬の目的や副作用、用法等を 
職員が理解した上で服薬管理している。落 
としたり残ったりしていないか、必ず服薬確 
認している。 

個々に合わせた役割が、生活をしていく中 
で自然に生まれている。習字や刺し子、映 
画のレンタル、定期的な外リハ等、気分転 
換のための支援を行っている。 

外出外泊はいつでも可能であることを家族 
に伝えている。月１、２回は外リハビリで外 
出・外食の機会を作っている。毎日の散歩も 
行い体操、歩行練習、畑作業、歌等思い思 
いに過ごされている。昨年より買い物リハビ 
リを企画し、実行している。 
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静岡県　グループホームハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 外部評価 

実践状況 

50 ○お金の所持や使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し 
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所 
持したり使えるように支援している 

51 ○電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙 
のやり取りができるように支援をしている 

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴 
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま 
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな 
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、 
居心地よく過ごせるような工夫をしている 

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利 
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の 
工夫をしている 

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談 
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし 
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい 
る 

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ 
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活 
が送れるように工夫している 

基本的には家族より預り保管しているが、 
本人の希望時や外リハビリの時等には、そ 
の都度すぐ出せる状態にしてあり、また自分 
で支払って頂けるよう支援もしている。 

職員が付き添い、家族等への電話の手助け 
を行っている。手紙は家族了承の下、手紙 
がやりとり出来るよう支援している。 

所々に季節を感じられる飾り付けを行ってい 
る。玄関に設置してある畳の縁台は、遠くの 
山並みが見える事もあり、入居者同士のコ 
ミュニケーションの場となっている。 

手押し車等が通れるよう動線を確保してい 
る。各自室は思い思いに装飾しているが、 
安全面は確認している。トイレ、廊下は手す 
りがありバリアフリー。常に目配りし安全に 
生活出来るようにしている。 

食事する場所は個人で決めており、自席に 
座って過ごすことがあるが、ゲームやレクリ 
エーションの時は思い思いに座っている。 
ホールＴＶ前のソファは自由に座って、ＴＶを 
見たり会話したりして利用している。 

入居時には本人の馴染みの物を持ち込ん 
で頂けるよう説明し、居心地のよい居室にな 
るように工夫している。 
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※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

【事業所概要（事業所記入）】 

ユニット名 

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】 

○ ○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○

○ 
○

○ 
○ 

○ 
62 

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔 
軟な支援により、安心して暮らせている 
（参考項目：28） 

1. ほぼ全ての利用者が 
2. 利用者の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 
4. ほとんどいない 

61 

2. 利用者の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な 
く過ごせている 
（参考項目：30,31） 

59

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい 
る 
（参考項目：49） 

1. ほぼ全ての利用者が 

4. ほとんどいない 

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない 

職員は、活き活きと働けている 
（参考項目：11,12） 

67 

1. ほぼ全ての利用者が 
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが 

68 
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお 
おむね満足していると思う 

1. ほぼ全ての家族等が 

1. ほぼ全ての職員が 
2. 職員の２/３くらいが 

2. 利用者の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 

3. 職員の１/３くらいが 

1. ほぼ全ての利用者が 
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満 
足していると思う 

4. ほとんどいない 

利用者は、職員が支援することで生き生きした 
表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

1. ほぼ全ての利用者が 

66 

4. ほとんどいない 

2. 利用者の２/３くらいが 
3. 利用者の１/３くらいが 

4. 全くいない 

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関 
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所 
の理解者や応援者が増えている 
（参考項目：4） 

3. あまり増えていない 

64 

4. ほとんどいない 

2. 少しずつ増えている 
1. 大いに増えている 

3. たまに 
4. ほとんどない 

1. ほぼ毎日のように 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている 
（参考項目：38） 

1. ほぼ全ての利用者が 

65 
3. 利用者の１/３くらいが 
4. ほとんどいない 

2. 利用者の２/３くらいが 

57 
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面 
がある 
（参考項目：18,38） 

1. 毎日ある 

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求 
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ 
ている 
（参考項目：9,10,19） 4. ほとんど掴んでいない 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向 
を掴んでいる 
（参考項目：23,24,25） 

4. ほとんどない 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地 
域の人々が訪ねて来ている 
（参考項目：2,20） 

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度 
3. たまにある

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 

2. 家族の２/３くらいと 
63 

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と 
2. 利用者の２/３くらいの 

4. ほとんどできていない 
3. 家族の１/３くらいと 

平成２３年６月３日 

3. 利用者の１/３くらいの 

事業所名 

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

　※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

評価結果市町村受理日 平成２３年２月１５日 

訪問調査日 

1 自己評価及び外部評価結果 

2277100919 

法人名 医療法人社団白梅会 

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 

事業所番号 

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します 

項　　目 

セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価・調査事業部 

体力、脚力維持のためと、気分転換のために毎日散歩を行っている。風邪もひかないで健康を 
保っているため、今後も続けていきたい。なるべく社会との関わりを維持していきたいため、月 
に１回の外リハビリ（外出）を行っており、これも継続していきたい。 

所在地 静岡県静岡市清水区迎山町４－１ 

グループホーム　ハーモニー ３階 

所在地 

http://www.kaigokouhyou.jp/kaigosip/infomationPublic.do?JCD=2277100919&SCD=320&PCD=22 

評価機関名 

自己評価作成日 

基本情報リンク先 

静岡県浜松市西区大人見町3028-1 

平成23年3月14日



静岡県　グループホームハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

Ⅰ.理念に基づく運営 
1 （1） ○理念の共有と実践 

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理 
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して 
実践につなげている 

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい 

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる 
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交 
流している 

3 ○事業所の力を活かした地域貢献 

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の 
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて 
活かしている 

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評 
価への取り組み状況等について報告や話し合い 
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして 
いる 

5 （4） ○市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所 
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝 
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる 

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践 

代表者および全ての職員が「介指定基準における 
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して 
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア 
に取り組んでいる 

7 ○虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい 
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で 
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払 
い、防止に努めている 

防犯、利用者の安全のために玄関の施錠を 
行っている。職員は身体拘束と理解してお 
り、代替ケアを考えていきたい。 

話し合いを通じ、職員間で情報を共有し対 
応している。職員一人で同じ入居者に長時 
間対応することがないようにし、他職員の目 
があるようにしている。 

２ヶ月に１回行い、報告、意見交換をし助言 
して頂いている。会議内容は全職員に伝達 
され、会議時に議題となることがある。 

市の介護保険課職員に運営会議への参加 
をお願いし、その際ホーム内を見て頂いて 
いる。家族交流会への招待も行っている。 

法人の理念、グループホーム独自の理念を 
掲げ、フロア内に掲示している。また職員は 
年間目標を設定し、実践出来るように努力 
を重ねている。 

地区の方にグループホームの夏祭りに参加 
して頂き、一緒にゲーム等を行い、秋祭りに 
は太鼓やお囃子が来てくれ、見学させても 
らっている。また散歩時、近隣住民との気軽 
な挨拶が交されている。

　※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

災害、非常時には、法人内にある公園を、 
地域の人たちに開放を考えている。 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 
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静岡県　グループホームハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年 
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要 
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支 
援している 

9 ○契約に関する説明と納得 

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者 
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を 
行い理解・納得を図っている 

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な 
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営 
に反映させている 

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や 
提案を聞く機会を設け、反映させている 

12 ○就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤 
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい 
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・ 
条件の整備に努めている 

13 ○職員を育てる取り組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際 
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の 
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進 
めている 

14 ○同業者との交流を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機 
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問 
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく 
取り組みをしている 

研修時等、情報交換を行い、研修内容を含 
めカンファレンスで伝えたり、全職員に向け 
報告書を掲示し、介護の質の向上に繋げて 
いる。 

人事考課制度を取り入れ、半年毎に代表者 
と個人面接をし、自己評価、自己目標を掲 
げている。努力が給与に反映されるように 
なっている。 

グループホーム、法人内で月１回以上の勉 
強会を行っている。法人外では各職員に 
合った研修への参加をすすめている。 

外部の相談窓口は重要事項説明書に記し、 
家人に説明している。家人、利用者の意見 
等は職員間で情報共有し、話し合いをして 
いる。 

カンファレンスや勉強会を行い、業務改善や 
利用者の情報共有、提案、問題解決等を話 
し合っている。 

制度の利用者が以前はいたが、現在いない 
のもあり、管理者、一部の職員しか理解が 
出来ていない。今後、職員全員が学ぶ機会 
を作っていく必要がある。 

見学時、面接時に説明を行い、契約時に文 
書及び口頭で説明し、理解、納得の上で署 
名をお願いしている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 
15 ○初期に築く本人との信頼関係 

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ 
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の 
安心を確保するための関係づくりに努めている 

16 ○初期に築く家族等との信頼関係 

サービスを導入する段階で、家族等が困っている 
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係 
づくりに努めている 

17 ○初期対応の見極めと支援 

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ 
の時」まず必要としている支援を見極め、他の 
サービス利用も含めた対応に努めている 

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、 
暮らしを共にする者同士の関係を築いている 

19 ○本人を共に支えあう家族との関係 

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、 
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支 
えていく関係を築いている 

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場 
所との関係が途切れないよう、支援に努めている 

21 ○利用者同士の関係の支援 

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ 
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような 
支援に努めている 

家人の要望により、面会制限がない限り、 
親しくされていた方々と会って頂いている。 
外出、外泊も基本的に自由である。 

互いに居室への行き来する等、自由に交流 
している。なるべく担当フロア職員を置き、日 
頃の様子を知った上で、必要に応じて職員 
が仲介している。 

食事作りや居室掃除、洗濯等の生活リハビ 
リを一緒に行い、出来ることを少しでも見つ 
け参加してもらい、協力、支え合う関係を築 
いている。 

面会時、家族と過ごす様子を聞いたり、グ 
ループホーム内での生活を、家族に話した 
りしている。また家族に面会や外出を依頼 
することもある。 

入居時にバックグラウンドアセスメントを行 
い、生活特性を出来る限り家族に書いて頂 
いている。担当職員を置き、相談しやすい環 
境を作っている。 

必要とするサービスを職員間で話し合い、他 
のサービス利用が適応と思われる場合は、 
そのサービスの説明を行い、法人内の相談 
員に依頼している。 

入居前、家族より入居に至る経緯を詳しく聞 
き、本人と共に今後の生活について話を聞 
いている。入居後、本人の訴えを傾聴すると 
ともに情報を細かく収集し、本人の事を理解 
し接するようにしている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

22 ○関係を断ち切らない取組み 

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関 
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族 
の経過をフォローし、相談や支援に努めている 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 
23 （9） ○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握 
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し 
ている 

24 ○これまでの暮らしの把握 

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環 
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努 
めている 

25 ○暮らしの現状の把握 

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する 
力等の現状の把握に努めている 

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング 

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方 
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、 
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即 
した介護計画を作成している 

27 ○個別の記録と実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を 
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら 
実践や介護計画の見直しに活かしている 

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ 
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟 
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる 

外部ヘルパーを依頼し、自宅の様子を見に 
外出されている。本人、家人の希望で、新聞 
やヨーグルトの配達をお願いしている。 

本人、家人の意向を伺い、参加頂ける家人 
にはカンファレンスに出席してもらい、介護 
計画を作成。３ヶ月毎に見直しをし、現状に 
即したものを作成している。 

毎日の状況をカルテ記載し、重要な事柄は 
全職員に日誌にて申し送っている。月１回以 
上、実践状況を介護計画として記載し、見直 
しに役立てている。 

入居時、家族にバックグラウンドアセスメント 
を詳しく書いて頂いている。入居後も、本 
人、家族から話を聞き、生活の中に取り入 
れるようにしている。 

日々の生活記録や、バイタル測定し健康 
チェックを行っている。毎日の申し送りにて 
把握するようにしている。 

他施設入居となった方も、時々施設、家族 
から情報を頂いている。その後も法人内に 
相談窓口があり、いつでも相談に来られるよ 
うになっている。 

本人からの意向をもとに、サービスを提供し 
ている。嫌いな事は強制せず、好きな事、 
やってみたい事の把握に努めている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

29 ○地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握 
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな 
暮らしを楽しむことができるよう支援している 

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得 
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな 
がら、適切な医療を受けられるように支援している 

31 ○看護職との協働 

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気 
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え 
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を 
受けられるように支援している 

32 ○入退院時の医療機関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できるように、 
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係 
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、 
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり 
を行っている。 

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 

重度化した場合や終末期のあり方について、早い 
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所 
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、 
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい 
る 

34 ○急変や事故発生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職 
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行 
い、実践力を身に付けている 

35 （13） ○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず 
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると 
ともに、地域との協力体制を築いている 

新人研修時に一通り学び演習する。その後 
も全職員を対象に勉強会にて講習、演習も 
ある。 

２ヶ月に１回、地震、火災訓練、夜間想定訓 
練を実施している。車使用時の大規模地震 
訓練を半年に１回行っている。 

お見舞いを兼ね、治療状況等の把握、本人 
家人と会話する時間を設けている。病院関 
係者とは情報を密にとり、家人、本人と共に 
今後の方向性を話し合っている。 

現在終末期の方の対応は行えていない。重 
度化する前に家族への状態報告を頻回に 
し、家族の意向を伺い、今後の行き先につ 
いて検討している。 

本人、家人が望む主治医に受診が出来るよ 
うにしている。法人内の診療所も受診可能 
だが、専門外や特変が生じた場合は紹介状 
を作成し、受診が出来るように支援してい 
る。 

常勤看護師に毎日の状態報告や相談を 
行っている。夜間は電話にて指示を仰ぎ、必 
要に応じて法人内の看護師に協力、連携態 
勢が即可能である。 

地域のボランティアの方々が頻回に訪れて 
くれたり、祭り等の地域行事に参加してい 
る。また消防署の協力の下、定期的に防災 
訓練を行っている。 
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静岡県　グループホームハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。 

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを 
損ねない言葉かけや対応をしている 

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自 
己決定できるように働きかけている 

38 ○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一 
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように 
過ごしたいか、希望にそって支援している 

39 ○身だしなみやおしゃれの支援 

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように 
支援している 

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み 
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備 
や食事、片付けをしている 

41 ○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて 
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応 
じた支援をしている 

42 ○口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一 
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア 
をしている 

個々に合ったケア用品を使用し、レベルに 
合わせた援助をしている。定期的に法人内 
の歯科衛生士が口腔内の点検を行い、本 
人、職員へ指導を行ってくれている。 

毎食の配膳、週に１回食事作りがある。季 
節や食べたい物を考慮した献立になってい 
る。一人一人に合う活動をして頂いている。 

医師、看護師、栄養士管理指導の下、その 
方の適正量を提供し、食事、水分量のチェッ 
クを行っている。昔からの食習慣や、現状に 
合わせ個々に合わせた食形態にしている。 

一日のスケジュールは大まかなもので、参 
加しやすいように声かけはしているが、各自 
の決定を尊重し過ごして頂いている。 

家人の協力の下、愛着ある洋服や化粧品 
類を使用している。法人内に床屋があるが、 
馴染みの美容院へ行っている方もいる。 

常に言葉遣いや対応の仕方に気をつけ、自 
尊心を傷つけないように注意している。記録 
等の個人情報の取り扱いの徹底管理をして 
いる。 

普段の会話から、自然に希望が聞き出せる 
よう働きかけている。利用者に合わせた説 
明を行い、納得して頂き、自分で行動を起こ 
せるように支援している。 
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

43 （16） ○排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり 
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで 
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている 

44 ○便秘の予防と対応 

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工 
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に 
取り組んでいる 

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を 
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決 
めてしまわずに、個々にそった支援をしている 

46 ○安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ 
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支 
援している 

47 ○服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用 
法や用量について理解しており、服薬の支援と症 
状の変化の確認に努めている 

48 ○役割、楽しみごとの支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一 
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、 
楽しみごと、気分転換等の支援をしている 

49 （18） ○日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か 
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け 
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族 
や地域の人々と協力しながら出かけられるように 
支援している 

書道、華道、お菓子作り、裁縫等の趣味的 
活動の充実と、散歩、外リハ行事、生活リハ 
ビリ等を個々に合わせ提供している。 

現在の職員体制では１対１で法人外の場所 
へ出かけるのは難しい。家族にはいつでも 
外出、外泊可能だと伝えてある。付き添いが 
難しいようなら外部ヘルパーに依頼し、出掛 
けられるように支援している。 

昼夜逆転にならない範囲で、今までの生活 
リズムを崩さず過ごしてもらっている。また好 
みの寝具を用意してもらい、安心して休める 
ようにしている。 

カーデックスに記載あり、職員が作用副作 
用、注意観察点を理解した上で、服薬管理 
を行っている。看護師、薬剤師による勉強会 
がある。 

毎日の散歩への呼びかけ、体操を行ってい 
る。十分な水分と個々に合わせ、牛乳や 
ヨーグルトを飲食して頂いている。 

日曜日以外の毎日、入浴が出来るようにし 
ている。仲の良い方同士で入ったり、一人で 
ゆっくりと入ったり、時間的にゆとりを持って 
入浴して頂いている。 

誘導の必要な方は排泄チェック表を作成し、 
介助している。パターンがつかめたら個々に 
合わせた誘導時間、オムツの種類を変更し 
ている。 
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

外部評価 

実践状況 

自
己 

外
部 

項　　目 
自己評価 

50 ○お金の所持や使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し 
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所 
持したり使えるように支援している 

51 ○電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙 
のやり取りができるように支援をしている 

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴 
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま 
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな 
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、 
居心地よく過ごせるような工夫をしている 

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利 
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の 
工夫をしている 

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談 
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし 
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい 
る 

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ 
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活 
が送れるように工夫している 

各部屋に自分なりの飾りやネームプレートを 
付け、わかりやすくしている。起立動作が出 
来やすいようにベッドに介助柵を付けてあ 
る。動線には物を置かないように配慮してい 
る。 

ホールのＴＶ前にあるソファーや、畳スペー 
スに座って利用者同士が会話したり、眺め 
の良い場所に一人用チェアを置き、外の景 
色を見たり本を読んだりと、ゆっくり過ごせる 
ようにしている。 

今までの生活スタイル、環境が維持出来る 
ように、特に持ち込みの制限はしていない。 
今まで馴染んできた家具や思い出の品、写 
真等を置き、落ち着ける雰囲気になるように 
努めている。 

本人希望時、電話の貸し出しや操作援助を 
行っている。手紙の受け渡しや物品準備、 
希望者には代筆も行っている。 

季節に合った飾りつけを行っている。本好き 
な利用者が多いため、本棚を設計から行い 
完成させ、フロアに置き活用している。 

外リハや法人内での売店の買い物は予算を 
決め、個々に合わせ会計し管理して頂いて 
いる。 
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